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写真展 ｢20世紀初頭 の アイ ヌ世界+ につ い て の 報告
北原 次郎太 ･ 田村雅史 ･ 田村将人
は じめに
千葉大学文学部日本文化学科ユ ー ラシ ア言語文化論講座 で は ､ 2 005年1月 5 日か ら 27日
にか けて ､ ｢20世紀初頭の アイ ヌ世界+ と題す る写真展を開催した｡ 会場は ､ 千葉大学附属
図書館入 口横の 展示 コ ー ナ ー である . 以下に ､ そ の概要を報告する o
この 写真展を開催する にあたり (財) アイ ヌ 文化振興 ･ 研究推進擁構､ 帯広百年記念館 ,
板橋区立郷土資料館の 協力を得た｡ こ こ に記 して ､ 感謝申し上げる ｡
1 暮 展示意図
千葉大学文学部ユ ー ラ シ ア言語文化論講座で ほ ､ アイ ヌ 民族 をふく む北方諸民族の言
語文化の教育 ･ 研究に力 を注いで いる o 荻原 庫子教授は ､ 1 995 - 2 001 年にロ シアの 5都
市､ 6rつ の 博物館に所蔵されて い る アイヌ 民族資料の調査 を多くの研究分担者と行っ た o
今回の展示は､ 上記の 調査の 成果を中心に ､ 20 世紀初頭のサハ リ ン におけるアイヌ の 人
びとの生活 を写した写真を公開するもの で ある o その目的q) ひと つ は ､ 首都圏に在住する
アイヌ 民族が自分たちの 伝統文化 にかかわ り ､ それを守るう えで 一 助 となる資料を提供
する ことで ある ｡ また ､ 学内外の 多くの アイ ヌで はない 人び とに対 し七は､ これらの 写真
を通 じて , 日本の 先住民で あるアイ ヌ民族とその 文化に対する関心を深めてもらい ､ また､
より広く世界の 先住民の 存在と､ さらに は ､ 人類の 文化の あり方に 目を向けてもらう契機
となる こ とを意図した ｡ 加えて ､ 日頃か らアイ ヌ民族 の文化に関心に ある人に対して も ､
写真を中心 にす えた展示 に よ っ て ､ モ ノ の展示 とはまた違っ た視点で撮影当時の アイ ヌ 世
界を感じ取 っ て もらい たい とい う意図もあ っ た o
ユ ー ラ シア言語文化論講座で は､ 今回の展 示 を第 一 弾とし ､ 定期的に調査研究の 成果 を
公表して い く予定で ある o 国連が定めた第 一 次｢世界の 先住民の国際の 10年+が終わ り ､
第二 次が はじ ま っ た今 ､ 先住民の こ と を新た に考えはじめなけれ ばならない (なお ､ こ
の写真展開催準備後に第 二 次の 開始が明 らか にな っ たた め､ この事実関係 は展示 には反
映されて い ない)｡ こ の写真展は現代社会における先住民を取り巻く 状況を考える - 環
として はじめた我われの 活動の第 一 歩で あるc
2 . 資料の概要
展示 に使用した写真は､ 190年代初頭に 3 人の 人類学者が撮影 したもの で ある o ピウス
ッ キとヴァ シ ー リ エ フ撮影の 写真は ロ シ ア民族学博物館の 所蔵品 ､ 石 田収蔵撮影の 写真は
(財) アイヌ文化振興 ･ 研究推進機構の 所蔵品を複写 したもの で ある ｡ これらの 写其を パ
ネル加工 したもの を展示 した ｡ 撮影者につ い て は､ 会場に掲示 した解説文 (文末に添付)
を参照されたい ｡
3. 準備件薫
写真展の 準備作業に は次の 者が関わっ たo
荻原展子 , 中川裕､ 吉田睦 ( 以上 , ユ ー ラシ ア言語文化論講座教官), 北原次郎k+ 田村
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雅史､ 田村将人 (以上 ､ 大学院社会文化科学研究科院生)､ 小林聡子 ､ 樫井悠貴 (以上 ､ 文
学部日本文化学科学生)｡ なお ､ 丹菊逸治氏の助言を得た ｡
展示 の 準備作業と して ､ 広報用ホ ー ム ペ ー ジ ､ ポ ス タ ー の 作成､ 写真の選定 ､ 趣旨説明
や解説等の掲示物 ､ キャ プ シ ョ ン ､ リ ー フ レ ッ トの 作成を行い ､ それらの 検討会を行 っ た｡
ホ ー ム ペ ー ジ の 作成作業にあた っ ては ､ 田村雅史が全体の イメ ー ジを作り ､ プ ロ グラム
作成 を横井悠貴が行 っ た ｡ ポ ス タ ー は北原次郎太が中心 となっ て作成し､ 学内各所に掲示
したほか ､ 関係機関に郵送 した｡
写真の 選定に当たっ ては ､ 来観者が撮影当時の 生活全般 をイメ ー ジできる ことを第 一 の
目的とした｡ ピウス ッ キは ､ 生活の様 々 な場面を撮影 しており ､ それらをなる べ く多く盛
り込むよう心 がけた｡ 便宜上 ､ ｢人びと+ ｢村落+ ｢生活誌J ｢信仰+ の 4 テ ー マ を設け､ そ
れぞれ数枚を選 定 した｡ 選 定には ､ 北原次郎太 ･ 田村雅 史 ･ 即す将人 ･ 楼井悠貴が あた っ
た . ま た ､ 信仰の 部分な どで ､ 写真の 情報を補うために実物資料 を数点加 えたo
次 に ､ 会場 に掲示す る解説文や ､ 写真の キャ プ シ ョ ン ､ リ ー フ レ ッ トを作成 したo 来観
者には 写真から情報を読み取 っ てもらう こ とを主眼と して ､ 展示会場で の解説 は最小 限の
基礎知識 にとどめた｡ あい さつ 文と展示 の 主旨説明文の ほか ､ ア ム ー ル 地方とサ ハ リ ン 島
の 地形 ･ 撮影地などを示す地図 ､ 撮影当時の 社会情勢や歴史的背景 ､ 撮影者の プ ロ フ ィ ー
ル を作成 して掲示 した｡ また ､ ｢村落+ ｢生活誌+ ｢信仰+ などテ ー マ 別に ､ 短い解説文をつ
けた部分もある ｡ これらは ､ リ ー フ レ ッ トに して会場に設置 し､ 来観者が持ち帰る こ とが
できる ように した ｡ また､ より深く知り たい 人の た め に ､ アイヌ 関連 の 文献や首都圏の 展
示施設などを 一 覧に したもの もリ ー フ レ ッ トに加 えた.
解説文とは別に ､ 撮影者 ･ 撮影地 などのデ ー タと ､ 短 い説明を付 したキ ャプ シ ョ ン を作
成 した｡ 実物資料には短 い解説文を付した｡ これらが 一 通 りそ ろ っ た時点で ､ 検討会を行
つ た｡ 展示 に必要な備 品等の 購入 は 田村雅史が中心とな っ て行 い ､ 展示 の設営作業は全員
で 1月 4 日に行 っ た｡
4t 展示開催
23 日間の 展示 開催中に どれほ どの観覧者数があっ たの かはカウ ントして い なか っ たの で
分か らないが, 感想を書い て もらうノ ー トに は､ 記名/無記名をあわせて 57名か ら感想 を
い ただく こ とがで きた｡ 任意で記名された碗覧者の 所属や氏名か ら､ 文学部以外の 学部や
大学院をは じめ､ 他大学 ､ 関東在住の アイヌ の人び となど外部の 様ざまな方がたが訪れた
こ とを知る こ とがで き る o そ の ほか ､ 会場 に複数回足 を運んで い るリ ピ ー タ ー がい る こ と
を主催者が目撃 して い る ｡
次に ､ ノ ー トに書かれた感想をい く つ か選び ､ 要約した文章を挙げてみ たい ｡ ここ で は
便宜的に 3 つに分類したo なお､ 概して好意的な感想が大多数であっ たo
<1>写真か ら読み取 っ た情報に関する感想
･ 子供など人物の表情がい きい きとして い た｡
･ 日本の統治によ る同化政策以前の写真が興味深かっ たQ
･ 祖父母の 時代の 写真を とても懐か しく思 っ た｡
･ ク マ 送りの 写真に臨場感があ っ て 良かっ た｡
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･ 同化政策の 影響で勝手 に住居の 向き を変え られたりする の は とて も残酷だ ｡
･ 北海道アイ ヌ の イ ナウよ り樺太アイヌ の もの の方が大 き い の で驚い た ｡
<2> 展示企画全体 に関す る要望 ･ 感想
･ クマ 送りでの 踊りの 写真も見たか っ た｡
･ 写真の点数をも っ と増や して 欲しか っ た ｡
･ 音楽 に つ い て触れて欲しかっ た｡
･ アイ ヌ文化につ い てよ り深く知 る ことができた｡
･ アイ ヌ語の 授業を放 っ て い るが ､ イナウな どの 実物を見 る こ とで認蔵が深ま っ た ｡
･ こ の活動 に誇りを持っ て ､ 今後も進んで い っ て欲しい o
･ 地道な研究の 成果に敬服して い る o 成果を公開する 場をも っ と設ける と､ 一 般の 理解も
増える の で はな い か ｡
･ 久しぶ りに図書館で の 展示を見 たが､ 今まで で 一 番感動 した｡
<3>アイヌが置かれた状況に関する感想
･ 今まで アイ ヌ文化 に関心はあっ たが､ 近づけない ままだ っ たの で良い 場 となっ た｡
･ 関東に住む者に と っ て アイ ヌ文化 は遠 い存在 だが , 身近な文化 として敬意をもっ て接 し
て い きた い ｡
･ 日本にアイヌ とい う先住民が い る こ とを知らない 日本人が多い のは残念だ｡
一 ニ ュ ー ジ - ラ ン ドなどの人権先進国に比 べ て ､ 日本の 人権感覚 の 発達段階は遅れて い る ｡
･ 樺太にまでアイ ヌがい たとい うこ とは知らなか っ た ｡
･ 日本は 単 - 民族国家だ という認識が少 しずつ 変わっ て い けば良い o
学内外 の 多くの 人び と に観覧してもらえたこ とは主催者 と して こ の 上 ない喜びで ある ｡
そ して ､ 現代社会における先住民問題と して , アイヌ の 歴史や文化 , 現状をより身近 な問
題として 捉える上で役立たせ る こ とができたの であれば幸い で ある D
今後も ､ ユ ー ラ シア言語文化論講座を中心 として大 学院社会文化科学研究科などと連携
を取りながら日 ごろの 研究の 成果 を公開して いく予定で ある｡
資料
㊥掲元物等 * ( )内は担当者
･ 立て看板 (北原次郎太)
･ あい さつ 文 ｢ごあい さつ+ (荻原東予)
･ 主旨説明 ｢｢先住民の 10年+の終わり｡ そ して , そこから先 へ+ (中川裕)
･ アム ー ル 地方及びサハ リン島地 図 (北原次郎太 ･ 田村将人)
･ 解説文 ｢20世紀初頭の サハ リ ン島 一 日露 . 日ソの 国境紛争の 地 - + (田村将人)
･ 解翫文 ｢3人の 人類学者+ (田村将人)
･ 解貌文 ｢村落 ･ 家+ 佃 村将人)
･ 解説文 ｢生活誌①+ (北原次郎太)
･ 解説文 ｢生活誌②+ (北原次郎太)
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･ 解説文 ｢世界観+
･ 解説文 ｢イナウ+
･ 解説文 ｢ク マ 送り+
･ 解説文 (実物資料)
･ リ ー フ レ ッ ト
･ リ ー フ レ ッ ト
･ リ ー フ レ ッ ト
･ リ ー フ レ ッ ト
･ リ ー フ レ ッ ト
村将人)
㊥展示 写真
･ キャ プシ ョ ン
(北原次郎太)
(北原次郎太)
(北原次郎太)
｢イナウ ･ トウキ ･ イク パ スイ ･ トンコ リ+ (北原次郎太)
｢村落+ (田村将人)
｢生活誌+ (北原次郎太)
｢世界観+ (北原次郎太)
｢ク マ 送り+ (北原次郎太)
｢アイヌ語 ･ アイヌ文化 ･ アイヌ史をも っ と知りたい 人の ために+ (田
( 北原次郎太 ･ 田村雅史 ･ 田村将人) ⇒ ｢｢2 0世紀初頭の アイ ヌ 世界+
展示写真キャ プシ ョ ン ー 覧+
㊥実物資料 * 〔 〕 内は所蔵者
･ イク/てスイ (捧酒箆) 〔中川裕〕
･ トウキ (酒盃) 〔中川裕〕
･ イナウ (木幣) 3点 〔北原次郎太〕
･ トンコ リ (五弦琴) 〔北原次郎太〕
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展示会場の 入口か ら見た全泉
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分野 : 人びと
No∴ 03
撮影年 :1900年初年
撮影者 :ち. ピウス ッキ
撮影地 :
説明 : あや とり をす る少女た
ち ｡ あや と りは ､ アイ ヌ をふ
くめ北方の 民族に広く見 られ
る ｡
分野 : 村落
No. : 04
撮影年 :1900年初年
描影者 :B. ピウス ッキ
撮影地 : タコ イ 村
説 明 :家の 正 面 o 壁 と屋根を
樹皮で 葺い た夏 の 家か o 右手
に犬つ なぎ ｡
分野 :村落
No.･: 05
撮影年 : 1912
撮影者 : V.Ⅰ. ヴァ シ - リエ フ
撮影地 :タ ラ ンドマリ
鋭明 : タ ラ ントマ リ村｡ 家屋
が 一 定方向に向けて 建て られ
て い る ｡ 従来､ 樺太 アイ ヌ の
家屋は戸 口が海に画す るよう
に作られて い たが ､ こ こで は
そ れ と反対 に ､ 山に画 して い
る ｡
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分野 :生活誌
No. : 13
撮影年 :1900年初年
撮影者 :B. ピウス ッキ
撮影地 :
説明 :犬橿｡ この 棲は 12頭
曳き ｡ 犬たちは､ 互 い の尾 に
じや れつ い て ケ ンカに なる
ことを防ぐた 捌こ､ 多くの 場
合尾を短く切られてい る ｡ 棲
に座 っ て い る 1 人が持っ て
い るの は ､ 榛の速度を制御す
るための 棒o
分野 : 生活誌
No∴1 4
撮影年 :1900年初年
撮影者 : B . ピウス ッ キ
撮影地:
説明:イ ラクサの加工① イ
ラクサの 表皮を採取 して い
る場面 ｡
分野 :生活誌
No. : 15
撮影年 :1900年初年
撮影者 :B. ピウス ッキ
撮影地 :
説明:イ ラクサの 加工② 茎
か ら剥 ぎ取 っ たイ ラクサ の
表皮を板にの せ , 貝殻などの
ヘ リで し ごく ｡ こうする こ と
に よ っ て 柔らか い 部分が剥
が れ ､ 丈夫な内皮だ けが残
る o 右手 は高床式の 倉庫 D
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分野 :生活誌
No. : 16
撮影年 :1900年初年
撮影者 :B. ピウス ッキ
撮影地 :
説明 :イ ラクサ の加 工③ 採取
したイ ラクサ の 内皮を雪 に さら
して い る と こ ろ ｡ こ うす る こ と
で純白の 紙維が得られ る o
分野 : 盤活誌
Nα :22
撮影年 : 1900年初年
撮影者 :B. ピウス ッキ
撮影地 : マ ウカ村
説 明 : 女性たちo 右か ら2人 目
の女性が抱えて い る の はトン コ
リ と呼ばれ る砿楽韓｡ 右端 の 女
性の 衣服に は餅 の裏地が付い て
い る ｡ 頭 に かぶ っ て い る輪状の
帽子 には刺繍が施されて い る ｡
分野 : 信仰
No∴ D
撮影年 :1900年初年
撮影者 :B, ピウス ッキ
撮影地 :
説明 :熊送りの 一 場面o 熊の体
に革紐をかけ ､聴か ら出す場面｡
も っ とも危険性が高く ､ 緊張す
る瞬間で ある ｡
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分野 : 信仰
No ∴ F
撮影年 :1900年初年
撮影者 :B. ピウス ッキ
撮影地 :
説明 : 熊送り の 一 場面o 中央
右よ り の男性が ､ 手 に持 っ た
イ ナウ を熊 の頭 の 上で括 らし
ながら､ 別れの 詞を述べ ､ 熊
の 霊魂の帰るベ き道を告げて
い る o
分野 : 信仰
No ∴ Ⅰ
撮影年 :190 年初年
撮影者 :B. ピウス ッキ
撮影地 :
説明 : 室内で イ ナウを削る o
奥の 高床の 上 には､ 殺されて
飾りつ けられた熊が見える ｡
右上には ､ カムイ が出入りす
る神聖な窓か らの光が差 し込
ん でい る ｡
分野 :信仰
No. : J
撮影年 :1900年初年
撮影者 :B. ピウス ッキ
撮影地 :
説明 : 熊の 骨が煎 られた山中
の祭壇 ｡
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